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米づくりの情熱と思いを伝える三浦会長（左） 子どもたちと服部本部長の田植え交流
28
５月

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
生
活
協
同
組
合
ひ
ろ
し
ま
か
ら
消
費

者
な
ど
関
係
者
約
90
名
を
招
き
、
邑
南
町
矢
上
に
あ
る
「
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ

い
水
田
」
で
田
植
え
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
特
別
栽
培
米
「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
」
の
栽
培
を
通

し
て
、
米
作
り
の
苦
労
や
喜
び
、
そ
し
て
食
べ
物
の
大
切
さ
を
生
産
者

か
ら
直
接
学
ぶ
と
と
も
に
、
田
植
え
や
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
を
実
地

体
験
し
、
特
別
栽
培
が
環
境
に
優
し
い
栽
培
方
法
だ
と
実
感
し
て
も
ら

い
、「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
」
の
需
要
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
Ｊ
Ａ

職
員
か
ら
田
植
え
の
方
法
を
教
わ

る
と
、
さ
っ
そ
く
裸
足
に
な
り
保
護

者
と
と
も
に
張
ら
れ
た
ロ
ー
プ
を

目
印
に
一
歩
一
歩
慎
重
に
進
み
、
泥

だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
も
楽
し
そ

う
に
苗
を
植
え
付
け
ま
し
た
。
島

根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生
産
組
合
の
三
浦
秀
樹
会
長

か
ら
環
境
に
配
慮
し
た
お
米
づ
く
り
に
つ

い
て
の
話
が
あ
り
、
同
組
合
の
森
田
勝
秋

委
員
か
ら
は
手
作
り
竹
ト
ン
ボ
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
が
「
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
水
田
」
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
次
回
は
、
田
ん
ぼ
の
草
取

り
交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

21
５月

今
秋
の
宮
中
儀
式
「
全
国
新
嘗
祭
」

に
島
根
県
か
ら
献
上
す
る
米
の
御
田
植

式
が
江
津
市
桜
江
町
の
小
田
営
農
組
合

（
有
田
高
士
組
合
長
）
の
管
理
水
田
で

執
り
行
わ
れ
、
献
穀
者
に
選
ば
れ
た
有

田
組
合
長
を
は
じ
め
関
係
者
50
名
が
献

上
米
の
苗
を
手
植
え
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
松
尾
紳
次
島
根
県
副
知
事
、

中
村
中
江
津
市
長
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
か
ら
日
髙
光
弘
専
務
、
服
部
幸
信
本

部
長
ら
が
出
席
。
神
事
の
後
、
献
穀
田

（
３
ア
ー
ル
）
で
横
一
列
に
並
び
、「
石

見
高
原
ハ
ー
ブ
米
き
ぬ
む
す
め
」
の
苗

を
丁
寧
に
植
え
付
け
ま
し
た
。
桜
江
小

学
校
の
５
、６
年
生
14
名
も
慣
れ
な
い

水
田
で
足
元
が
お
ぼ
つ
か
な
い
中
、
泥

だ
ら
け
で
米
作
り
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

９
月
下
旬
に
は
御
抜
穂
式
（
稲
刈
り
）

を
執
り
行
い
、
10
月
下
旬
に
献
納
さ
れ

ま
す
。
有
田
組
合
長
は
「
美
味
し
い
お

米
を
届
け
る
た
め
に
管
理
を
徹
底
し
た

い
。地
域
の
米
を
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ

か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

新
嘗
祭
献
穀　
御
田
植
式
開
催

Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
水
田
で
交
流
会
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熱心に説明を聞く受講生

丸山達也島根県知事

山中康樹会長

17
５月

27
５月

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
と
し
た
ゆ
と
り
倶
楽
部
を
開
講
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
健
康
長
寿
１
０
０
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
、
仲
間
づ
く
り

と
生
き
が
い
の
も
て
る
趣
味
や
、
活
動
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
講
し

て
い
る
も
の
で
す
。

開
講
式
で
は
「
Ｊ
Ａ
綱
領
に
書
か
れ
て
い
る
環
境
・
文
化
・
福
祉
の
貢
献
は
、
地
域

の
皆
様
と
作
り
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、
ゆ
と
り
倶
楽
部
も
受
講
生
の
皆
様
と
と
も
に
作

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
服
部
幸
信
本
部
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
受
講
生
・
聴

講
生
22
名
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
の
第
１
回
講
座
「
プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
栽
培
」
で
は
、
営
農
企
画
課
の
横
宮

隆
幸
次
長
が
講
師
を
務
め
、「
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
」
と
い
う
品
種
を
教
材
に
プ
ラ
ン
タ
ー

で
の
メ
ロ
ン
栽
培
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
植
え
付
け
方
、

日
当
た
り
な
ど
を
考
慮
し
た
置
き
場
所
、
水
や
り
、
病
気
・

害
虫
対
策
、
ツ
ル
の
仕
立
て
方
、
人
工
交
配
の
仕
方
な
ど

ポ
イ
ン
ト
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
横
宮
次
長
に
よ
る
植

え
付
け
の
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
楽

し
い
講
義
で
、
受
講
生
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
質
問
が
あ
り
、

活
気
に
あ
ふ
れ
た
講
座

と
な
り
ま
し
た
。
受
講

生
は
「
難
し
そ
う
だ
け

ど
、
頑
張
っ
て
育
て
た

い
」「
メ
ロ
ン
は
こ
ん
な

に
手
間
が
か
か
る
か
ら

高
い
ん
で
す
ね
～
」
な

ど
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
農
政
会
議
協
議
会
（
山
中
康
樹
会
長
）
は
、
邑
南
町
い
こ
い
の
村
し
ま

ね
で
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
46
名
が
出
席
し
た
総
会
に
は
、
島
根
県
議
会
福
井
竜
夫
議
員
、
管
内
市
町
を

代
表
し
て
開
催
地
の
邑
南
町
日
高
輝
和
副
町
長
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
日
髙
光
弘
専
務
、
服
部

幸
信
本
部
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
活
動
報
告
と
収
支
決
算
、
令
和
５
年
度
の
活
動
方
針
と
収
支
予
算
案

が
承
認
さ
れ
、
山
中
会
長
は
、「
農
政
会
議
の
活
動
は
、
農
家
が
直
面
し
て
い
る
状
況

を
国
、
県
、
各
市
町
、
Ｊ
Ａ
に
訴
え
、
生
産
者
と
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
の
持
続
可
能
な
農
業
に
向
け
て
農
業
施
策
及
び
予
算
に
関

す
る
要
望
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
県
政
報
告
会
で
は
、
丸
山
達
也
島
根
県
知
事
か
ら
水
田
園
芸
に
お

け
る
タ
マ
ネ
ギ
の
取
り
組
み
、
有
機
農
業
、
ぶ
ど
う
神
紅
、
畜
産
振
興
の
施
策
に
つ
い

て
県
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ゆ
と
り
倶
楽
部
開
講
式
お
よ
び

第
１
回
講
座
の
開
催

島
根
お
お
ち
農
政
会
議
協
議
会

通
常
総
会
の
開
催
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農 だ よ り営

●中干しの実施（※渇水の恐れがある場合は、実施後、水の確保が可能か確認してください）
　・�１株のうち、葉が２枚以上ついた茎が16～18本程度まで分けつが進むと中干しを実施します。中干しは、田面に

小さなヒビ割れが生ずるまでの７日程度ですが、生育状況や土壌条件によって期間を調整します。

●残りノビエ対策（ハーブ米・つや姫に使用する場合は使用回数は１回です）

●葉いもち病防除
　発生は、気象条件で大きく左右され、中でも降雨日数が多く湿度が高く日照時間が短い日が連続する場合に多く発生し
ます。今後の気候に注意して予防に努めましょう。また、植え残しの苗は伝染源になりやすいので処分してください。

●紋枯及び稲こうじ病予防
　高温多湿（28℃～32℃）の条件で発生しやすくなり、幼穂形成期ごろから病気の勢いが増すので、その頃が重要な
防除時期にあたります。特に前年発生した水田では発生する可能性が高いので、予防を徹底してください。
　※JA育苗センター使用のルーチンブライト箱粒剤には紋枯れ病の予防剤が含まれております。

●珪酸加里
　珪酸加里を６月中下旬（出穂45日前）までに10a当り20kg 施用し稲体をガッチリとさせ登熟の向上を図りましょう。
　※基肥に重焼燐ミックス・ホスビタ・こめ太郎くん使用の場合は不要です。

●穂肥
　穂肥については籾数の確保・粒重量増加のため以下の例に基づき、田んぼの状況にあわせて行いましょう。
　注：�穂肥の多施用は倒伏の原因となります。特にコシヒカリについては葉色を見て施用量を減らすなどの調節をして

ください。

・こめ次郎くんを使用する場合は、出穂25日前に30kg/10aを１回施用します。
・セラコートＲワン・楽一を使用の場合穂肥は不要です。
・きぬむすめでは穂肥までに葉色が落ちた場合（７月上旬～中旬）、化成肥料17-０-17を6kg/10a程度つなぎ肥を行って
ください。

水稲水稲 【６月中旬～７月中旬の管理】【６月中旬～７月中旬の管理】

品　種 施肥時期（幼穂長） 穂肥 化成肥料17-０-17
（10aあたり）

ハナエチゼン
つきあかり

１回目 出穂25日前（１㎜程度） ９kg
２回目 出穂15日前 ９kg

コシヒカリ
１回目 出穂20日～18日前（５～８㎜） ７～８kg
２回目 出穂10日前 ７～８kg

対象病害 農薬名 使用時期 使用量（10aあたり）

いもち病予防 コラトップ粒剤５ ６月中旬　葉いもちには初発10日前〜初発時
穂いもちには出穂30日前〜５日前まで ３～４㎏

紋枯病予防 バリダシン粉剤DL 出穂２～３週間前
収穫14日前まで ３～４㎏

紋枯病
稲こうじ病予防 モンガリット粒剤 出穂２～３週間前

収穫45日前まで ３～４㎏

除草剤名 使用時期 使用量（10aあたり） 使用方法 使用回数

クリンチャー
１キロ粒剤

移植後 ７日～ノビエ４葉期
収穫30日前まで １ｋｇ

水を十分にためて散布。
ノビエ専用剤

２回以内

移植後25日～ノビエ５葉期
収穫30日前まで 1.5ｋｇ

クリンチャー EW 移植後20日～ノビエ６葉期
収穫30日前まで

薬量１００ｍｌ
水量25～100ℓ

湛水散布又は落水散布。
ノビエ専用剤

クリンチャーバス
ME液剤

移植後15日～ノビエ５葉期
収穫50日前まで

薬量１０００ｍｌ
水量70～100ℓ

落水散布（足跡に水が残っている
程度）広葉雑草にも効果あり。
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農 だ よ り営

☆白ネギ☆

☆ナス☆

※ユニフォーム粒剤使用の場合、同じ成分のためアミスター20フロアブルの使用回数４回⇒３回
※梅雨での根痛みの回復に努めるため「ホスプラス」1,000倍液を散布してください。
 ！注意！　土寄せは気温が下がっている朝に行ってください。
 ！注意！　７月中旬からの最高気温が30℃を超えるような時期に土寄せはしないでください！（軟腐対策）

（雑草対策）
　７月上旬の土寄せ後、高温時は、土をなるべくかまいたくありません。（軟腐対策）よって除草剤を使用し
て雑草発生を抑えてください。しかし、ネギの周りの草が生い茂ると軟腐病や害虫の発生が多くなります。草
が小さいうちにネギの根を傷めないように草削りを行ってください。

※葉色が悪い時は「トミー液肥」300倍を混用してください。
※花が落ちる場合は「ホスプラス」１,000倍液を散布してください。

 ！注意！　梅雨明け後、乾燥しないように通路にかん水を行いましょう。時間帯：夕方涼しくなってから。
 ！注意！　日焼果防止のため黒マルチの上に敷き藁（草）等行ってください。

重点品目野菜について病害虫の重点品目野菜について病害虫の
予防徹底を図りましょう！予防徹底を図りましょう！

使用のポイント　土壌に湿り気がある時の散布が効果的です。乾燥圃場では効果が薄いです。

予防の時期 除草種類 農薬名 希釈倍率／散布量／使用回数

７月上旬
土寄せ後

一年生雑草
雑草発芽前 トレファノサイド乳剤

10a当たり薬剤
200～300ml/水100ℓ

収穫30日前まで　２回以内
※土寄せ後等草が無い状態で使用

予防の時期 対象病害虫 農薬名 散布量 使用時期・回数

７月上旬
土寄せ前

ネギハモグリバエ
ネギアザミウマ ダントツ粒剤

※２回目の使用
３～６kg/10a 収穫３日前まで

４回以内
ネダニ類 ６kg/10a

軟腐病 オリゼメート粒剤
※２回目の使用 ６kg/10a 収穫30日前まで

２回以内

白絹病
さび病
ベと病

ユニフォーム粒剤 9kg/10a 収穫45日前まで
1回以内

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

６月下旬〜
７月上旬

ハダニ
ヨトウムシ
アザミウマ類

コテツフロアブル
劇物 2,000倍 収穫前日まで

４回以内

褐色腐敗病
すすかび病

プロポーズ顆粒
水和剤 1,000倍 収穫前日まで

４回以内

混用
可能

13



農 だ よ り営

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

６月下旬〜
７月上旬

アブラムシ類
コナジラミ類 ダントツ水溶剤 2,000倍～4,000倍 収穫前日まで

３回以内ハモグリバエ類
すすかび病
うどんこ病 トリフミン水和剤 3,000倍～5,000倍 収穫前日まで

５回以内葉かび病

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

７月上旬
うどんこ病

チャノホコリダニ
コナジラミ類

ハチハチ乳剤
劇物

1,000倍 収穫前日まで
１回

アザミウマ類 1,000倍～2,000倍

☆ミニトマト☆

病害虫 対策農薬 希釈倍率 希釈方法 使用回数
輪紋病 トップジンM水和剤 1,500倍～2,000倍 100～300ℓ/10a ５回以内
黒班病 ポリオキシンAL水溶剤 2,500倍 100～300ℓ/10a ８回以内

対策農薬 希釈倍率 希釈方法 使用回数
アルバリン顆粒水溶剤 2,000倍～3,000倍 100～300ℓ/10a ５回以内
ベストガード水溶剤 1,000倍～2,000倍 100～300ℓ/10a ４回以内

※ここ数年「すすかび病」が多く発生しています。予防の徹底をお願いします。
※尻腐れ（カルシウム欠乏症状）予防のためカルシウム剤（カキパック）を定期的に散布してください。
　農薬散布時に混用も可能です。
※梅雨明けから盆明けごろまで、遮光資材利用し、比較的単価が高い９月出荷を目指しましょう。
　7月の花が9月に実になります。樹勢を維持して9月にたくさん収穫しましょう。

混用
可能

ネットを 10㎝
上げます

下葉かき後
20㎝程度

☆ピーマン☆

草丈が伸長するに従い、倒れやすくなるため適宜ネットを上げましょう。台風接近が予想される場合や強い雨
が降る場合はネットを花首の下の位置まで上げることと、補強の支柱を増やして対応します。草丈が高い部分
低い部分でネットの高さを調整します。

ネット上げ

※尻腐れ（カルシウム欠乏症状）予防のためカルシウム剤（カキパック）を定期的に散布してください。
　農薬散布時に混用も可能です。
※雨が多い時期はヘタの部分の傷みに注意して出荷お願いします。
※あまり実を大きくして収穫せず、こまめな収穫をお願いします。

ケイトウ「定植後の管理」ケイトウ「定植後の管理」

活着まではたっぷりかん水します。活着後は干ばつがない限りかん水を必要としませんが、乾燥する圃場で、
草丈が短くて花が見えている圃場ではかん水を行い草丈を伸ばしましょう。生育後半はかん水を控えます。株
の勢いが悪い、葉の色が黄色、葉がばんざいしている圃場では液肥（トミー液肥）500倍液を１週間おきに数
回葉面散布しましょう。

かん水

遅れないように！
今からの管理…ネット上げ 今からの管理…下葉かき

葉っぱも商品なので病害虫防除を徹底しましょう。
病害虫対策は早期発見早期防除

下葉かき前

輪紋病

◎葉が黒い斑点（輪紋病・斑点病・黒班病）

◎アブラムシ防除（アリがいたら防除必要）
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農 だ よ り営

「どうする！鳥獣対策」「どうする！鳥獣対策」番外編 ヌートリア番外編 ヌートリア

防護柵作成のポイント
・一種類の材料を使用するのではなくネットとプラスチック製波板を組み合わせて防護柵を
　作成した方がより効果が高くなります。
・地際を守るために防護柵を埋め込むことでヌートリアが侵入しにくくなります。
・電気柵と組み合わせるとさらに効果が高くなります。電気柵を使用するときは、漏電を防
　ぐために草刈りをすることも大切です。（農林水産省　ヌートリア参照）

（写真提供：小林秀司）

（写真提供：小林秀司）

野菜の食害

足跡と尾を引きずった跡

水稲の食害

後ろ足前歯全身

ヌートリアの生態・痕跡

身体的特徴
・オレンジ色の前歯
・後ろ足に水かきがある
・体長は約80cm～100cmほど
・尻尾には毛が無い

性格
・追い詰められると強い力で噛みつくので注意が必要です。

繁殖
・繁殖能力が非常に強く年に数回出産します。

痕跡
・足跡と長い尾を引きずったあとが確認できます。

・ヌートリアの被害で多いのが水稲の食害や倒伏の被害です。
　食べた痕跡としては、刃物で切りとられたように水稲を食べます。
・ヌートリアは穴を掘るのが得意な生き物なので水田の畦の破壊な
どの田んぼの被害があります。
・次に多い被害としては、野菜の食害です。
　ヌートリアは丈夫な歯と強い顎を持っているので、堅い野菜も難
なく食べることができます。

（金森弘樹　島根県におけるヌートリアの分布域拡大と被害の実態、
 農林水産省　ヌートリア参照）

ヌートリアの被害

ヌートリアの対策法

・主要な餌や住処となっているマコモなどの水生・水辺植物を除去します。
・ネット、プラスチック製波板、金網、トタン板などを設置した防護柵を作成します。
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!! みんなで注意して安全安心な作物づくりに取り組みましょう !!

農業用廃プラスチックの回収を行います農業用廃プラスチックの回収を行います

JA所定の場所へ持ち込み
される場合は、産業廃棄物
運搬車の看板を表示し、委
任状をお持ちください。
なお、看板は各営農生活事
業所にありますので、ご使
用ください。

■回収実施期間
　７月24日（月）～28日（金）
■回収できるもの
　農業用塩化ビニール（ハウスビニール）
　農業用ポリフィルム（農ポリ・クリンテート等）
　肥料等のポリ袋・畦畔板（畦畔シート）
　育苗箱・農薬のポリ容器（注）等

■回収方法・分別
　回収専用袋を各営農生活事業所で購入
�・「農ビ専用」と「農ポリ専用」の２種類があり、 
 １袋当たり約20㎏程度の廃プラが入ります。
　１袋　500円です。（消費税込）
　購入時に（委任状）をお渡しします。
・回収専用袋には、市町名、氏名を記入してください。
・土砂など余分なものは除去してください。
・水分を良く切ってください。
・汚れのひどいものは袋を分けてください。
・ハウスビニールなど専用袋に入らないものは、約20㎏
程度にして結束してください。

（注）普通物農薬の入ったポリ
容器は、洗って半分に切った
物は回収できます。

■回収処理経費
　回収・処理経費は、回収専用袋の販売金額に含まれています。
　この分別回収にあたっては、島根県・管内各市町の支援をいただいて
います。

◎�ご不明な点は各営農生活事業所又は、
　地区本部生産資材課（☎0855-83-1762）にお問い合わせください。

JAへ委任状提出

■持込み搬入
看板
の
標示

産業廃棄物運搬車
JAしまね

5㎝角

45.5㎝

15㎝

！注意！　農薬散布前と後には防除日誌の確認・記入をお願いします
！注意！　高温時の農薬散布は夕方涼しくなってから行いましょう
！注意！　予防的な農薬散布は基本、出荷休みの前日の夕方に行いましょう
！注意！　希釈した農薬の散布量は登録範囲内とし、しっかり散布しましょう
！注意！　毒劇物の購入については、印鑑が必要となります
！注意！　風の向きに注意して他の作物にかからないよう注意してください

☆出荷前には必ず防除日誌の提出を行ってください

〈お問合せ先〉JAしまね　島根おおち地区本部　営農部　電話：0855-83-1623

令和 5年産米集荷対策について（お知らせ）
　JAしまね島根おおち地区本部では、令和５年産米の集荷対策として集荷対策助成金を
下記の条件において助成することとしましたので、1袋でも多くの出荷をお願いします。

　令和５年産米を JAの米検査場へ出荷された米に対し、
1袋当り30円（税込み）の集荷対策として助成を行います。
（但し、令和５年11月30日出荷分までとする）

1. 米集荷対策助成金
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頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 120 891,000 172,700 489,436 
ヌキ 160 975,700 275,000 616,681 
合計 280

島根おおち
メス 13 654,500 172,700 411,400 
ヌキ 18 806,300 326,700 605,453 
合計 31 520,619 

瑞 穂
メス 1 368,500 368,500 368,500 
ヌキ 1 624,800 624,800 624,800 
合計 2 496,650 

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0 

石 見
メス 2 488,400 484,000 486,200 
ヌキ 6 694,100 326,700 544,317 
合計 8 529,788 

川 本
メス 1 488,400 488,400 488,400 
ヌキ 2 625,900 551,100 588,500 
合計 3 555,133 

邑 智
メス 8 654,500 172,700 406,175 
ヌキ 8 806,300 435,600 660,629 
合計 16 523,256 

大 和
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

桜 江
メス 1 269,500 269,500 269,500 
ヌキ 1 600,600 600,600 600,600 
合計 2 435,050 

県外移出率県外移出率
51.43%合計合計40.54%去勢去勢雌雌 65.98%

西部、中央“続落”
令和５年５月子牛市場成績表

令和５年５月の全国主要子牛市場平均価格（全農・畜産生産
部５月19日現在速報）は、雌541,215円（前月比97%）、去勢
656,831円（前月比95%）、計605,909円（前月比96%）で“急
落”の取引となっています。

本県５月の子牛市場は、西部、中央で開設し424頭の取引が
あり、平均価格は西部計536,678円（前回比８千円安）、中央計
562,147円（前回比4千円安）で、“続落”の取引となりました。

出荷牛については雌、去勢ともに発育の良い牛は比較的積極
的な購買でしたが発育の悪い牛については極端な価格低下とな
りました。購買者へ聞き取りを行ったところ、「発育が悪い牛を
購買すると飼料高騰のあおりを受け経費が極端にかかるので発
育の良い牛を購買している。また、枝肉価格の低迷により、枝
重を主体とした肥育を行っている。」と意見がありました。

価格は下がったものの、５月は購買者の来場も多く100頭の
セリ時のカード挿入枚数が52枚（例月45枚程度）となり今後も
購買者誘致を積極的に行っていきます。管理については、入念
な管理、特に毛刈り、削蹄を実施している生産者が見られまし
た。出荷牛は『商品』との認識をもって管理していただきたい
と思います。また、牛の下見は、購買者にとって購買の有無を
決める大切な作業ですが、一部の生産者の方は牛の周辺での雑
談、購買者の下見が始まっているにもかかわらず、牛の手入れ
など購買者の下見の妨げになっている場面を見かけます。ルー
ルとマナーを守っていただきたいと思います。

枝肉相場においては、この先イベントシーズンではなくなる
ことから、需要が弱まり徐々に下落する見込みです。子牛出荷
者である生産者の皆様にこの厳しい枝肉相楊をご覧いただくこ
とも必要ではないでしょうか。

和牛肉消費に協力しこの難局を乗り切りましょう。
このような時こそ、繁殖農家での飼養頭数の維持・拡大及び

後継者づくりに地域を挙げて取り組み、購買者が島根県内各子
牛市場へ安心して購買に来ていただけるよう上場頭数の確保に
つとめましょう。

令和５年５月子牛市場成績表

是非、ご来店
ください！

JAしまね　島根おおち地区本部各支店JAしまね　島根おおち地区本部各支店

スマイル3DAYS開催!!

JAしまね　島根おおち地区本部　統括支店
島根県邑智群邑南町下田所277　TEL.0855-83-1803

7/4 7/6火 木

★JAしまねから、「お役立ち情報」「お得な情報」を
お届けします！

★お役立ち情報・お得な情報を聞
いていただいた皆様に、「特別な
プレゼント」をご用意しており
ます！
※数量には限りがあります。　※写真はイメージです。

支　店 実施日

瑞 穂 支 店
羽須美支店
石 見 支 店
川 本 支 店
邑 智 支 店
大 和 支 店
桜 江 支 店

７月４日、５日、６日
７月11日、12日、13日
７月４日、５日、６日
７月４日、５日、６日
７月４日、５日、６日
７月18日、19日、20日
７月４日、５日、６日

支店職員一同、
ご来店をお待ちしております！

※羽須美支店・大和支店は別日程です。
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島根おおち地区本部

問い合わせ先 企画総務部 ☎83-1801

女 性 部 が 行 く

島
根
お
お
ち
女
性
部
瑞
穂
支
部
タ
オ
ル
寄
贈

22
５月

17
５月

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介お便り紹介
◇
最
近
は
、
朝
５
時
に
目
覚
め
外
に
出
て
メ
ダ
カ
に
エ
サ
を
や
り
、
花
を
少
し
眺
め
一
日

が
始
ま
り
、
夕
方
、
夕
食
の
支
度
が
終
わ
り
、
ま
た
外
に
出
て
花
を
眺
め
な
が
ら
「
今
日

は
無
事
一
日
が
終
わ
っ
た
か
な
？
」
と
思
う
今
が
幸
せ
な
の
か
も
…
。

�

桜
江
支
店
管
内　

Ｎ
さ
ん　

60
代

●
「
平
凡
な
毎
日
こ
そ
幸
せ
」
と
言
い
ま
す
も
の
ね
。
平
々
凡
々
何
事
も
な
い
毎
日
に
幸

せ
を
感
じ
る
こ
と
が
、
と
て
も
幸
せ
。
い
っ
ぷ
く
し
な
が
ら
景
色
を
眺
め
、
ペ
ッ
ト
と
触

れ
合
い
、
ふ
と
感
じ
る
幸
せ
、
最
高
で
す
。

◇
最
近
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
を
よ
く
食
べ
ま
す
。
煮
物
な
ど
に
す
る
と
と
て
も
お
い
し
く
、

そ
の
戻
し
汁
を
吸
い
物
や
煮
物
に
使
う
と
本
当
に
味
が
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
今

度
、
吉
田
さ
ん
の
干
し
シ
イ
タ
ケ
も
食
べ
み
た
い
で
す
。

�

川
本
支
店
管
内　

Ｙ
さ
ん　

60
代

●
干
し
シ
イ
タ
ケ
は
、
旨
味
と
香
り
、
栄
養
が
ギ
ュ
ッ
と
凝
縮
さ
れ
た
感
じ
で
保
存
が
で

き
る
の
で
重
宝
で
す
。
シ
イ
タ
ケ
は
干
す
こ
と
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
ぐ
ぅ
ー
ん
と
増
え
る
そ

う
で
す
か
ら
さ
ら
に
嬉
し
い
で
す
ね
。

◇
〝
豚
肉
と
ご
ぼ
う
の
か
き
揚
げ
〟
作
っ
て
み
ま
し
た
。
豚
肉
と
野
菜
を
い
っ
し
ょ
に
か

き
揚
げ
に
す
る
の
で
、
主
菜
と
副
菜
が
一
つ
で
す
み
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
っ
て
よ
か
っ
た

で
す
。�

石
見
支
店
管
内　

Ｈ
さ
ん　

60
代

●
５
月
号
の
「
う
レ
シ
ピ
」、
新
ご
ぼ
う
と
人
参
、
豚
肉
を
使
っ
た
か
き
揚
げ
。
豚
肉
の
下

味
は
、
す
り
お
ろ
し
た
シ
ョ
ウ
ガ
と
味
噌
、
酒
。
ご
ぼ
う
の
香
り
と
シ
ョ
ウ
ガ
の
香
り
で

食
欲
が
わ
き
そ
う
。
豚
肉
＝
疲
労
回
復
、
シ
ョ
ウ
ガ
＝
免
疫
力
ア
ッ
プ
、
ご
ぼ
う
＝
利
尿

作
用
、
腸
内
環
境
を
整
え
る
と
言
わ
れ
、
体
に
も
良
さ
そ
う
で
す
。

◇
毎
月
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
俳
句
は
特
に
繰
り
返
し
て
読
み
、「
な

る
ほ
ど
な
～
」
と
感
心
し
て
い
ま
す
。�

大
和
支
店
管
内　

Ｙ
さ
ん　

60
代

●
俳
句
を
詠
み
説
く
の
は
難
し
い
で
す
。十
七
音
の
中
に
季
語
、詠
み
人
の
気
持
ち
や
感
情
、

情
景
な
ど
も
込
め
ら
れ
奥
深
い
で
す
。
た
し
な
む
な
ら
ま
ず
季
語
か
ら
勉
強
し
た
方
が
良

い
で
し
ょ
う
か
…
？

女
性
部
瑞
穂
支
部
（
住
金
末
子
部
長
）

は
、
支
部
総
会
の
開
催
に
際
し
て
タ
オ

ル
の
持
ち
寄
り
を
部
員
へ
呼
び
か
け
、

集
ま
っ
た
タ
オ
ル
を
社
会
福
祉
法
人
お

お
な
ん
福
祉
（
山
中
康
樹
理
事
長
）
な

ら
び
に
介
護
老
人
福
祉
施
設
ゆ
め
あ
い

の
丘
（
野
田
秀
明
統
括
施
設
長
）
に
手

渡
し
ま
し
た
。
山
中
康
樹
理
事
長
は「
タ

オ
ル
は
施
設
で
は
と
て
も
重
宝
す
る
。

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
笑
顔

で
受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
、
住
金
部
長

は
「
喜
ん
で
い
た
だ
き
う
れ
し
い
。
こ

れ
か
ら
も
部
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
タ

オ
ル
の
寄
贈
を
続
け
た
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

女
性
部
瑞
穂
支
部
（
住
金
末
子
部
長
）
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
瑞
穂
支

店
（
日
高
孝
嗣
支
店
長
）
は
、
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
に
気
持
ち

良
く
ご
来
店
い
た
だ
け
る
よ
う
女
性

部
員
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
連
携
・
協
力

し
て
取
り
組
む
「
お
も
て
な
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
女
性
部
員
と
支
店
職
員
が
支

店
前
の
花
壇
の
整
備
と
ナ
デ
シ
コ
、

ガ
ザ
ニ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

の
花
苗
を
寄
せ
植
え
し
て
設
置
し
ま

し
た
。
住
金
部
長
は
「
職
員
の
皆
さ

ん
と
楽
し
く
作
業
で
き
た
。
こ
の
花

が
ご
来
店
さ
れ
た
皆
様
の
癒
し
に
な

れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

支
店
ふ
れ
あ
い
活
動「
お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
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【お問い合わせ先】JAしまね　瑞穂支店【お問い合わせ先】JAしまね　瑞穂支店（0855）83（0855）83--11311131
もしくはお近くのJA各支店へ･･･もしくはお近くのJA各支店へ･･･

以上のようにまだまだ未確定ではありますが、新NISAは
内容を拡充してはじまることが期待されています。
とはいえ現NISAは、今年まで利用することができますし、
新NISAと別枠で利用できます。
NISAについて興味がある方は、ぜひともJAにてご相談く
ださい‼
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JAしまね 島根おおち統括支店 金融課 TEL.0855-83-1803年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください

農業者年金とは？
会社員・公務員の方ですと、基礎年金・厚生年金の２階建てですが、農業をされている方は、１号被保
険者で基礎年金の１階建てのみの為、農業者年金に加入する事で２階部分の年金が出来ます。（農業
者年金は付加年金の加入が必要です。）

☆加入方法は、「通常加入」・「政策支援加入」の２つ。
　保険料は月額２万円～6.7万円の間で決められ、自由に金額変更が可能。
　政策支援加入は加入要件があり、保険料月額も変わってきます。

☆税制面の優遇措置。
　支払った保険料が全額社会保険料控除・受け取る年金も公的年金等控除の対象など・・・

★加入・脱退は自由。
　たとえ１ヶ月でも加入されれば、年金として受給できます。

★終身年金です。（80歳前に亡くなられた場合は死亡一時金有り）

☆国民年金基金・確定拠出年金（iDeCo）に重複加入はできません。

★納付した保険料＋運用益により事後的に年金額が決まる確定拠出型の年金です。

詳しくは、お近くのJA窓口にお問い合わせください。７月号は、年金相談会についてです。

例：20～60歳まで月２万円で農業者年金に加入した場合（運用利回り2.5％で試算）受取は65歳から
（農業者年金HPで年金受給額試算ができます。）

７月年金相談会 川本支店 7月15日（土）9：00～12：00

などなど

農業者 会社員・公務員

国民年金〔基礎年金部分〕

厚生年金（報酬比例部分）農業者年金＋付加年金

国民年金
〔基礎年金部分〕

農業者年金＋付加年金
農業者年金
付加年金

国民年金

799,000円
96,000円

795,000円

（※運用益によって年金額は変わります）

（令和５年度）

年額 1,690,000円 (月額 約140,800円)

　　7月の行事予定

7月の外勤日

役職員研修

愛菜カレーの日

7月15日土
7月19日水 7月25日火ゆとり倶楽部

「草木染め」

18日（火）・19日（水）・20日（木）
臨時休業のお知らせ ７月15日（土）は役職員研修のため各事業所は臨時休業いたします。組合員・利用者

の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願い申し上げます。
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